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因子名（α係数） Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
質問項目
第Ⅰ因子「保育の困難感」（α＝.798）
Ⅰ-1  子ども集団をまとめたり，一斉に指導したりすることが難しい 0.80 -0.09 -0.04 0.07 0.05 -0.05
Ⅰ-2  子どもの怪我や病気への対応に不安がある 0.67 0.00 0.17 -0.17 0.08 0.00
Ⅰ-3  食事の援助やトイレトレーニング等，乳児保育は難しい 0.59 0.08 -0.03 0.00 0.07 0.03
Ⅰ-4  保育に対する専門的な知識が不足していると感じることがある 0.57 0.00 0.04 -0.03 -0.10 0.04
Ⅰ-5  クラス経営は難しい 0.55 0.26 -0.09 0.15 -0.03 -0.18
Ⅰ-6  間違いやミスを注意されるなど，自分の力不足を感じることが多い 0.42 -0.02 0.12 -0.12 -0.21 0.05
第Ⅱ因子「仕事の大変さ」（α＝.860）
Ⅱ-1  特別に支援を要する子ども等，様々なタイプの子どもに対応する 0.05 0.84 -0.09 -0.02 0.05 -0.09
ことは大変である
Ⅱ-2  日々の保育や保育の準備が大変である -0.03 0.70 0.10 0.00 0.02 0.17
Ⅱ-3  週・月案，個人記録等，書類を書くことは大変である -0.01 0.72 0.07 -0.04 0.00 0.13
Ⅱ-4  運動会や発表会等，行事への取り組みは大変である 0.20 0.69 -0.07 0.09 -0.03 0.03
第Ⅲ因子「人間関係の困難感」（α＝.776）
Ⅲ-1  職場の人間関係を負担に感じる 0.04 -0.01 0.08 0.04 0.00 0.01
Ⅲ-2  職員同士の意思疎通がうまくいっていない 0.01 -0.02 0.73 0.13 -0.08 -0.08
Ⅲ-3  職員により子どもへの対応や保育観が異なることに困難さを感じる -0.04 0.28 0.52 -0.01 -0.06 -0.04
Ⅲ-4  保護者とコミュニケーションをとるのに苦労している 0.16 -0.03 0.52 -0.08 0.18 0.16
第Ⅳ因子「職員間の理解不足」（α＝.713）
Ⅳ-1  私の職場では，みんなの意見や要望がとりあげられている* -0.04 0.01 0.15 0.69 0.01 -0.13
Ⅳ-2  私の職場の福利厚生（休暇がとりやすい等）に満足している* 0.05 -0.02 -0.10 0.67 -0.04 0.28
Ⅳ-3  私の園では，園の保育方針について職員間で共通理解できている* -0.14 0.05 0.28 0.52 0.03 -0.02
第Ⅴ因子「仕事のやり甲斐のなさ」（α＝.669）
Ⅴ-1  私の仕事は，やり甲斐がある* -0.08 0.04 0.06 0.01 0.78 -0.06
Ⅴ-2  私は，仕事を通じて成長していると感じる* 0.04 0.00 -0.08 -0.02 0.67 0.04
第Ⅵ因子「業務負担」（α＝.525）
Ⅵ-1  残業もふくめて，今の労働時間は適切だと思う* 0.11 -0.07 -0.07 0.37 0.03 0.63
Ⅵ-2  持ち帰りの仕事が多い -0.16 0.31 0.05 -0.10 -0.04 0.59
*は逆転項目 因子相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
Ⅰ ―
Ⅱ 0.57 ―
Ⅲ 0.18 0.20 ―
Ⅳ -0.02 -0.04 0.35 ―
Ⅴ 0.03 -0.06 0.23 0.38 ―





























































M SD M SD
保育の困難感
Ⅰ-1  子どもへの一斉指導が難しい 2.42 1.03 1.80 1.02 ***
Ⅰ-2  子どもの怪我等への対応が不安 2.61 0.95 2.03 1.06 ***
Ⅰ-3  乳児保育は難しい 2.37 1.00 1.86 1.21 ***
Ⅰ-4  専門的な知識が不足 2.84 0.90 2.58 0.94 *
Ⅰ-5  クラス経営は難しい 2.69 1.00 2.20 1.05 ***
Ⅰ-6  自分の力不足を感じる 3.10 0.86 2.81 0.96 *
仕事の大変さ
Ⅱ-1  様々な子どもへの対応が大変 2.88 0.96 2.86 1.01
Ⅱ-2  保育や保育準備が大変 2.40 1.03 2.28 1.04
Ⅱ-3  書類を書くことが大変 2.89 1.09 2.78 1.05
Ⅱ-4  行事が大変 3.10 0.93 2.79 1.02 *
人間関係の困難感
Ⅲ-1  職場の人間関係が負担 1.52 1.10 1.38 1.09
Ⅲ-2  職員同士の意思疎通が困難 1.57 1.04 1.65 1.01
Ⅲ-3  職員の保育観が異なることが大変 2.03 0.93 2.24 0.97
Ⅲ-4  保護者とのコミュニケーションが困難 1.53 0.98 1.51 1.00
職員間の理解不足
Ⅳ-1  職員の意見が反映されない 2.42 0.90 2.45 0.87
Ⅳ-2  福利厚生に満足していない 2.56 0.95 2.44 1.06
Ⅳ-3  職員間の共通理解が不足 2.31 0.84 2.27 0.87
仕事のやり甲斐のなさ
Ⅴ-1  仕事にやり甲斐を感じない 1.66 0.76 1.51 0.68
Ⅴ-2  仕事で成長を感じない 2.18 0.72 1.95 0.72 *
業務負担
Ⅵ-1  労働時間は適切でない 2.44 1.01 2.42 1.02













































































































































M SD M SD
保育の困難感
Ⅰ-1  子どもへの一斉指導が難しい 2.42 1.03 1.33 1.07 ***
Ⅰ-2  子どもの怪我等への対応が不安 2.61 0.95 1.50 0.89 ***
Ⅰ-3  乳児保育は難しい 2.37 1.00 1.15 0.99 ***
Ⅰ-4  専門的な知識が不足 2.84 0.90 1.52 1.03 ***
Ⅰ-5  クラス経営は難しい 2.69 1.00 1.24 1.04 ***
Ⅰ-6  自分の力不足を感じる 3.10 0.86 1.14 0.85 ***
仕事の大変さ
Ⅱ-1  様々な子どもへの対応が大変 2.88 0.96 1.62 1.12 *
Ⅱ-2  保育や保育準備が大変 2.40 1.03 1.10 0.83 ***
Ⅱ-3  書類を書くことが大変 2.89 1.09 1.57 1.08 ***
Ⅱ-4  行事が大変 3.10 0.93 1.38 0.87 ***
人間関係の困難感
Ⅲ-1  職場の人間関係が負担 1.52 1.10 0.81 0.87
Ⅲ-2  職員同士の意思疎通が困難 1.57 1.04 1.00 0.95
Ⅲ-3  職員の保育観が異なることが大変 2.03 0.93 1.29 0.85
Ⅲ-4  保護者とのコミュニケーションが困難 1.53 0.98 1.48 2.40
仕事のやり甲斐のなさ
Ⅴ-1  仕事にやり甲斐を感じない 1.66 0.76 2.10 0.70









注 1  独立したサンプルの t 検定による各変数の新任保育者と園長の
有意差 *p＜0.05, **p＜0.01, ***p＜0.001
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人■そう思う・ややそう思う
保育者の労働時間は適切でない
保育者の個人的な相談にのってない
保育者が園の意志決定に参加していない
新任保育者は意見が言いにくい
職員間の共通理解が不足
保育者の心の健康に十分配慮できていない
新任保育者の離職に頭を痛めている
保育者の福利厚生への配慮が不足
保育者はやり甲斐を感じていない
保育者は持ち帰りの仕事が多い
職場は明るい雰囲気がない
職員は連携の大切さを自覚していない
保育者に必要な研修を推進できていない
保育者同士の人間関係は良好でない
保育者の成長を支援できていない
新任保育者の抱える職務上の困難感の要因に関する研究
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難感」は，比較的高い相関を示しており，密接な関
連が示唆された。
　加藤・安藤（2013）は，新任保育者の困難さを「保
育者としての未熟さ」，「仕事の大変さ」，「人間関係
の困難さ」の3つのカテゴリーにまとめ，それぞれ
は独立したものではなく，互いに重なり合う部分が
あると指摘した。本研究の結果において得られた6
つの因子は，この3つのカテゴリーに包含される，
あるいは関連しているものであり，個々の因子が互
いに関連し合っていると考えられた。
２ ）新任保育者と中堅・ベテラン保育者における職
務上の困難感の相違
　職務上の困難感に関しては，新任保育者群は，中
堅・ベテラン保育者群に比べて，「クラス経営が難
しい」，「子どもの怪我等への対応が不安」，「子ども
への一斉指導が難しい」，「乳児保育は難しい」，「自
分の力不足を感じる」，「行事が大変」，「専門的な知
識が不足」と強く感じていた。先行研究で指摘され
ている通り，保育技術の未熟さや専門的な知識の不
足からくる困難感を新任保育者が抱えていることが
窺われた。
　新任保育者は，今回取り上げた職務上の困難感
21項目のうち「自分の力不足を感じる」，「行事が
大変」の平均得点が最も高かったが，中堅・ベテラ
ン保育者では，「様々な子どもへの対応が大変」が
最も高かった。
　新任保育者は，仕事の経験が少ないため様々な場
面で困難を抱えやすく，自分の力不足を感じたり，
園行事等の仕事内容が分からず負担を抱えたりしや
すいのではないかと考えられた。そのため，中堅・
ベテラン保育者に比べて，仕事で成長を感じにくい
のではないかと推察された。
　ところで，園には様々な発達段階の子どもがおり，
中には特別な支援や配慮を要する子どももいる。軽
度発達障害児の出現頻度は8.2 ～ 9.3％との報告（厚
生労働省，2007）を踏まえると，保育者がそうした
子どもに対応する場合も少なくないと考えられる。
そのような状況の中，中堅・ベテラン保育者であっ
ても子どもへの対応に困難さを感じているのではな
いかと推察された。
　保護者とのコミュニケーション，職員同士の意思
疎通，職場の人間関係に関しては，新任保育者と中
堅・ベテラン保育者で有意な差は見られなかった。
このような人間関係をめぐる困難感については，保
育の経験年数を問わず、どの保育者も抱え得るため
ではないかと推察された。
　なお，新任保育者，中堅・ベテラン保育者ともに，
「職員の意見が反映されない」，「福利厚生に満足し
ていない」，「労働時間は適切でない」，「持ち帰りの
仕事が多い」との回答が見られたことから，職場の
勤務環境，労働条件に関して不満を抱いている保育
者がいることが窺われた。
３ ）新任保育者，中堅・ベテラン保育者が職務上で
困難さを感じる状況
　自由記述の結果によると，「保護者対応の困難」
として生成されたコアカテゴリーには，中堅・ベテ
ラン保育者による回答が26あったのに対して，新
任保育者の回答は5であった。また，「保護者との
連携の困難」として生成されたカテゴリーに含まれ
る内容は見られなかった。これは，インタビュー調
査（加藤・安藤，2013）で得られた結果と同様であ
り，新任保育者が保護者対応にそれほど困難を感じ
ていない状況にあると推察された。このような結果
の背景には，中堅・ベテラン保育者や管理職が保護
者対応において中心的な役割を担う場合が多いとい
う状況があるのではないかと考えられた。
　新任保育者，中堅・ベテラン保育者ともに，保護
者対応よりも職員間の連携に関して困難さを抱えて
いることが窺われた。特に，保育観や保育方法の相
違による困難に関する記述が，新任保育者，中堅・
ベテラン保育者ともに最も多かった。
　日々の保育において職員間の連携は不可欠であ
る。しかし，保育者一人ひとりの保育に対する考え
方や保育の方法は異なるため，保育者間でのくい違
いが起こり易く，互いに共通理解を図ることは容易
ではない。そうした状況が困難感に結び付いている
のではないかと推察された。
４）園長からみた新任保育者の職務上の困難感
　園長は，新任保育者が特に困難さを感じているこ
ととして，保育の困難感や仕事の大変さ，人間関係
の困難感を挙げていた。しかし，新任保育者は，園
長が考えているよりも，保育の困難感や仕事の大変
さを強く感じていた。つまり，新任保育者の困難感
に対する園長の受け止め方は，新任保育者ほど深刻
ではなく，その認識が十分とは言い難い状況にある
と推察された。
５）園長自身の職場や自分の役割に対する認識
　園長の半数は，「保育者の労働時間は適切でない」
と考えていた。労働安全衛生法第三条には，事業者
の責務として「快適な職場環境の実現と労働条件の
改善を通じて職場における労働者の安全と健康を確
保するようにしなければならない」と定められてい
加藤　由美　・　安藤美華代
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る。重田（2007）が指摘する通り，園長には，保育
者の労働負担軽減に向けての具体的な取り組みが求
められている。
５．まとめと今後の課題
　本研究では，新任保育者の職務上の困難感に焦点
を当てて，中堅やベテラン保育者といった他の年代
の保育者の抱える困難感との比較において，その特
徴を具体的に明らかにするとともに，園長が新任保
育者の困難感をどのように捉えているのかを，新任
保育者の困難感との比較において検討するため，新
任保育者146名，中堅・ベテラン保育者325名，園
長22名を対象に自記式質問紙調査を実施した。
　職務上の困難感に関して因子分析を行った結果，
「保育の困難感」，「仕事の大変さ」，「人間関係の困
難感」，「職員間の理解不足」，「仕事のやり甲斐のな
さ」，「業務負担」の6因子が抽出された。これらは，
先行研究で指摘されている内容と同様であった。そ
して，新任保育者と中堅・ベテラン保育者の職務上
の困難感を比較したところ，新任保育者は，クラス
経営が難しい，子どもの怪我等への対応が不安と
いった「保育の困難感」を，より強く感じているこ
とが明らかとなった。
　また，園長から見た新任保育者の困難感は，新任
保育者が感じているより低く，有意なギャップが見
られた。以上のことから， 新任保育者は，周囲の認
識以上に多面的な困難感を抱えていることが示唆さ
れた。
　なお本研究は，限られた地域におけるごく一部の
保育者を対象としていること，特に園長の対象者数
は少数であったことから，研究結果を一般化するに
は限界がある。しかし，新任保育者の職務上の困難
感の具体的な内容や，園長が新任保育者の困難感を
どのように捉えているかを把握できたことにより，
新任保育者の職務上の困難感を軽減するために必要
な対策を講じるための手がかりは得ることができた
と考えられる。
　労働安全衛生法により，職場の管理監督者である
園長は，労働者である保育者の職場のメンタルヘル
スケアを含む安全配慮義務を負っている。
　今後は，保育者が働きやすい勤務環境についての
園内の共通理解と具体的な環境整備，そして，新任
保育者の困難感や心理的負担を軽減できるような具
体的な支援が求められる。特に，保育に関する困難
感や職員間の連携に関する困難感について，具体的
な場面を想定して対処方法を考えたり，自分自身の
物事の捉え方を見つめ直し，ストレスに対する適切
な対処法を身に付けたりできるような研修等を実施
することが必要であると考えられる。
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